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 論文内容の要旨
 本研究は、幼児期から児童期にかけての情動表現の発達、とりわけ情動表出の抑制のメカニズ
 ムについて明らかにしょうとするものである。
 一般に、情動は生存に直結する機能であると同時に、人間関係の形成や社会性の獲得にかかわ
 る機能としての重要であると認識されている。これまで情動に関しては、情動の分化、情動理解、
 情動調整の領域において主に研究が進められてきた。しかし、情動表現に関しては、発達的変化
 やその要因について十分な検討がなされてきたとは言えない.情動表現は自分の情動を調整する
 ことに関わるだけでなく、他者による調整を引き出すことから社会性の発達や臨床発達上の問題
 をもつ子どもの理解や介入にとって重要であると考えられる.
 したがって、本研究では、第1に幼児期から児童期にかけての子どもの情動表現の発達的変化
 を明らかにすることを目的とした。
 本研究における第2の目的は、情動表現の発達的変化に影響を及ぼす要因を明らかにすること
 である.Ekman&Friesen(1975)は表情の表示規則を文化的なものと位置づけている。そこで、
 本研究では、第1の要因として社会的習慣に関する知識に着目し、第2の要因として情動表出の
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 制御に及ぼす運動制御の発達に着目した。これに関連して本研究では、臨床発達心理学の観点か
 ら重要であると考えられる神経症の子どもの情動表現の特徴を検討することにより、年齢による
 発達的な観点のみでなく、多角的に情動表現について検討した.
 本研究の構成と内容は以下のとおりである。
 第1部「問題と目的」は第4章から構成される.第1章では情動表現を主題とする背景と意義
 について概観した.第2章では情動と情動発達について概観し、情動の定義や情動生起のメカニ
 ズムについて、また、これまで明らかになっている情動の理解に関する研究について記述した。
 第3章では情動の表現について概観し、情動調整と情動表現について、および情動表現に影響を
 及ぼす要因について仮説モデルを示した。第4章では、本研究の目的と構成について述べた。
 第H部「子どもの情動表現の発達的変化と要因に関する検討」は5つの章から構成される。
 第5章(研究1)では、子どもの情動表現の発達的変化の概要を把握するために、幼児の情動の
 表現について、情動理解課題をもとに検討した。この研究から幼児期の情動表現の発達的変化の
 特徴として、5歳児は4歳児に比べて表情による情動表出を抑制するという結果が示された.第6
 章(研究2)においては研究1の結果を基に、発達的変化の方向性をより明確に捉えるために、対
 象年齢を児童期まで拡大した.その結果、ポジティブな情動は6歳頃より表出が抑制されること
 が確認された。
 第7章(研究3)では研究1、研究2で得られた発達的変化の要因として手指の運動制御能力、
 表情筋の制御能力と表情による情動の表現との関連を検討した.その結果、手指の運動制御と情
 動表現の明らかな関連は認められなかったものの、表情筋運動と情動表現の関連が認められ、表
 情筋運動の抑制ができる子どもの方が、表情による情動表現が抑制されているという傾向を見出
 した.第8章(研究4)では子どもの表情による情動表出の抑制と子どもの対人関係における社会
 的習慣の獲得との関連を検討し、表情による情動表出の抑制のメカニズムを検討した.ここでは
 ポジティブな情動表現において子どもの対人関係における習慣の獲得との関連の傾向が示唆され
 た.第9章(研究5)では、子どもの発達および生育環境に起因すると考えられる神経症児に焦点
 を当て、事例を基にその情動表現の特徴を検討した。また、手指の運動制御課題および表情筋運
 動課題や慣習獲得課題を神経症の子どもに行ない、情動表現に影響を及ぼす要因について検討し
 た。
 第皿部「討論」は2章から構成される.第10章では研究1から研究5の結果を踏まえ、情動表
 現の発達的変化およびその要因について考察した.情動表現の発達的変化に関しては、ポジティ
 ブな情動に関しては6歳頃より表出の抑制が働くこと、神経症の子どもではポジティブな情動の
 みならずネガティブな情動に関しても抑制が強く働くことが見出された。この6歳という年齢は
 状況情報のみならず特性情報を活用して情動の理解ができる年齢と一致しており、情動表現の発
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 達と情動理解の発達の関連が示唆された。
 また、情動表現に関連する要因の検討では、情動表現と手指の運動制御との連関関係は認めら
 れなかったことから、運動制御は前提条件であると考えられた.一方、表情筋運動と表情による
 情動表現との関連が認められた。また、社会的習慣に関する知識については、神経症の子どもの
 情動表現についての検討も踏まえて、社会的習慣に関する知識が情動表出の制御に関連している
 ことが示唆された.これらの要因間の関係を整理し、本研究では情動表現の発達のモデルを提案
 した。
 第11章では、今後の課題としてネガティブな情動表現に関する発達的な変化や要因に関する検
 討が必要であること、さらには相互作用の中で生じる情動表現に関する検討も今後の課題である
 ことを述べた.本研究の応用としては、情動に関する発達のアセスメント及び神経症の子どもの
 アセスメントなどに適用可能であることを述べた.
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 論文審査の結果の要旨
 近年、発達心理学において、情動発達についての関心が高まってきている.しかし、認知的側
 面に比しで「青動的側面の発達に関する研究は十分とは言えない.とりわけ、情動表出ないし情動
 表現の研究は少ないと言えよう。その背景には大きく2つの問題が関連していると考えられる。
 第1に情動の生起が一時的であり、その変化を捉えにくいといった問題である.第2に、情動表
 出の測定法の問題である。情動表出を捉えるための代表的な方法の1つであるマイルドフラスト
 レーション法では、被験者に何らかの刺激を与え情動を生起させる.そのような方法を用いるこ
 と、とりわけ否定的情動を喚起させることには倫理的な問題が伴うことが指摘されている。その
 ような発達研究の現状において、幼児期から児童期にかけての情動表現の発達的変化とそのメカ
 ニズムを明らかにすることを目的とした本研究は、主として3つの点において評価できる。
 本研究の第1の評価すべき点としては、情動表現の測定法を工夫した点があげられる。すなわ
 ち、幼児・児童に直接、情動を喚起させる方法ではなく、情動理解課題で用いられる手法を変形
 し、子どもの情動理解の指標としての言語表出と顔の表情の表出のズレから、情動表出の意図的
 制御、すなわち情動の発達を捉える方法を開発した点にある。これによって、幼児・児童に大き
 な負担をかけることなく、情動表現の発達を捉えることが出来た.
 本研究の第2の評価すべき点は、幼児期から児童期にかけての情動表現の変化の過程を描いた
 ということである.5つの研究を通して、6歳頃より表現と主観的感情との間に明確な差が生じ、
 とりわけ、うれしい場面でもうれしそうな表情を示さないといったポジティブな情動の抑制が働
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 くこと・神経症の子どもではネガティブな情動表出に関しても獅制が働くことを明らかにした.
 第3の評価すべき点は、情動表現の発達に影響を与える要因として運動制御と社会的慣習に関
 する知識のかかわりを明らかにしたことである。従来、表情による情動表出の制御については、「表
 示規則」(Ekman&Friesen,1975)という概念が提唱され、情動表出に影響を与える要因とし
 て、①文化的なもの、②個人な役割、③職業上の必要、④個人的な都合などが考えられてきた。
 しかし、実際に社会的習慣と情動表現との関係を直接検討した研究はほとんど見られない。また、
 表情の制御は表情筋運動の制御に他ならないという点で情動表現と運動の制御とは密接に関係し
 ていると考えられるが、この点についても従来あまり検討がなされてきていない.これらの点を
 考慮して、本研究では運動制御と社会的知識という観点から一連の研究を行なっている。その結
 果、r外的・内的刺激」が「情動を喚起」し、その喚起された情動に「社会的習慣に関する知識」
 が影響を与え、内的なr表出の制御」がなされること。さらには、内的に制御された情動に「運
 動制御」の要因が作用し、最終的にr情動表現」がなされ、人に向けられるという仮説的モデル
 が提案された.また、このモデルは神経症の子どもにも適用できることが示唆された。
 しかし、本研究では、2つの問題が残されている。第1に、ポジティブな情動の表現に関しては、
 仮説モデルが十分に適用できることが示されたが、ネガティブな情動については説明できない部
 分が残されていることである。第2に情動表現のなかでも情動表現の抑制については検討がなさ
 れたものの制御の促進的側面のメカニズムについての解明がなされていないことである。もっと
 も、この第2の点は、本研究で明らかにしょうとした範囲を超え、今後の研究の成果と合わせて
 考察されるべき部分も含んでいると考えられる。
 以上の問題を残しながらも、本研究では、幼児期から児童期にかけての情動表現の発達のプロ
 セスとそのメカニズムを解明した点で発達心理学に新たな知見を付け加えた点、さらには神経症
 児など情動的側面の発達に困難をもつ子どもに対する情動アセスメントと支援方法についての新
 たな方向性を示し、臨床発達心理学への貢献をした点で評価できる。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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